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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（15％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（51％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 日綜産業株式会社販売会社 日綜産業株式会社 協会名

会社名： 住所： 東京都中央区入船1-5-11

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 静岡県静岡市葵区材木町8-1

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

番号：
1

1-1-7.共通工／仮設工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT-160136-A 評価なし

活用の効果

単管パイプ及び番線等を用いた足場
15.00%
50.82%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 法面作業構台マルチアングル工法
収受受付年月日 平成29年3月16日

変更受付年月日

法面構台用ユニット足場 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成29年2月16日

問合せ先

日綜産業株式会社 　　　　　　弘報ビル　5Ｆ

エンジニアリング事業本部
03-6222-0155

渡邉　暁伸

03-3206-1127

054-255-6221

kiyoshi-rachi@nisso-sangyo.co.jp

akinobu.watanabe@nisso-sangyo.co.j

登録No. 1611

1

2011/4/1

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

本技術は、法面工事で安全に作業構台を作る技術で、従来は、単管とクランプ及び番
線を用いた足場で対応していた。本技術の活用により、固定部材がシステム化され、
安全性と施工性の向上が図られる。また、作業工数が削減されるため、工程の短縮と
経済性の向上が見込まれる。
地滑り対策、砂防、治山、ダムなどの斜面・法面における機械構台足場、災害復旧時
の仮設道路などに使用できる。

　　　　　　柴山ビル20１

静岡営業所 054-652-0650

良知　浄司

日綜産業株式会社



法面作業構台マルチアングル工法 登録No. 1611

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

自社見積りによる

仮設工事施工安全監理検査　メーカー・機材別点検表「法面機械構台システム足場」

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・緊結部が部材に接合されているため、従来の単管等に比べ部材単体の重量は増える。

（長　所）
クランプや番線を使用せずに作業構台を組むことが出来る。根がらみや構台部がシステム化
され、安全性と施工性が向上。組立・解体はハンマーだけで作業可能。構台作業床の外周に
手すり・中さん・幅木が設置でき安全。様々なベース部材があり、地形にあった施工が可
能。

A-2

①脚部の組立
ア）専用ジャッキ（打ち込みタイプ・角度自在タイプ・フラットタイプ）を現場状況（岩
場、地山、法枠上等）により選択し、施工図に従ってジャッキを設置する。
イ）法肩からの組立ての場合、法面方向にアングルベース・アングルジョイントを設置す
る。（法肩からの組立ての場合は、アングルベースのみ使用）
②支柱部材の組立て
ア）図の手順で、アングルベース（アングルジョイント）上に支柱材（バーチカル）を組み
立てる。
イ）図の手順で、展開方向に支柱材（バーチカル）、水平材（ホリゾンタル）を連結する。
ウ）ブレースを設置する。
③支柱部材の組立て
ア）支柱材（バーチカル）の上に
トラスビームを差し込み設置する。
イ）根太材（テレスコ根太）を
トラス材（トラスビーム）に設置する。
ウ）合板足場板を敷き、足場板固定
金具を使用し固定する。
エ）外周面に手すり柱、手すり
（ホリゾンタル）を取り付ける。
オ）幅木を幅木固定金具を使用し
固定する。
④滑動・転倒の恐れがある場合、
滑動・転倒防止の措置を講じる。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1611

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・施工図面通りに組み立てられているかを確認すること
・変更されている場合は、施工者の了承を得ているかを確認すること
・労働安全衛生規則、第564条（3）により悪天候のため作業の実施について危険が予想されるときは、作業を中止すること
・組立て完了時の作業主任者による点検をすること
・作業者による始業前点検をすること
・メーカーの専用チェックリストによる施工時、施工後、盛替え時の点検をすること

（適用できる条件）
・自然条件…悪天候で作業の実施について危険が予想されるときは作業を中止すること
・現場条件…4m×4m=16㎡以上のスペース
・適用範囲…法面構台用ユニット足場の性能を超えない足場

・施工現場状況を把握すること
・機械類及び荷重条件を確認すること
・発注者と要求事項を確認すること

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 法面作業構台マルチアングル工法

A-3

（適用できない条件）
・法面構台用ユニット足場の性能を超える足場

特になし

強度試験報告書提出



A-4

登録No. 1611

実績件数 公共機関： 8 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県 H23.8

国土交通省中部地方整
備局

H27.7

国土交通省関東地方整
備局

H27.3

国土交通省関東地方整
備局

H25.1

国土交通省関東地方整
備局

H28.3

国土交通省関東地方整
備局

H27.11

国土交通省北陸地方整
備局

H27.4

国土交通省関東地方整
備局

H27.8

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 法面作業構台マルチアングル工法

工　事　名

国道1号二宮地区防災工事

国道253号欠ノ上

五十里ダム管理用道路補修工事

二瀬ダム補修工事

小胡挟沢砂防工事

飯田線天竜峡大橋Bo防護工新設ほ
か工事

川俣ダムH26岩盤

中部横断道富士川工事



登録No. 1611

アングルベース・アングルジョイントの設置 アングルベース・アングルジョイントの設置

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 法面作業構台マルチアングル工法

A-5

幅木も専用金具でワンタッチ取り付け 構台上の様子

システム化された構台部 番線不要で組立可能


